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【方法】対象は MTLE 群 63 名、MTLE 術後（post-temporal lobectomy, 以下 PTL）群 25 名の計 88 名






課題で行った。本課題は 12.1 インチ型モニタを使用し、俳優男女各 1 名が基本 6 表情（喜び，怒り，悲
しみ，嫌悪，恐怖，驚き）を行い、各々の表情を正面と斜め（45 度）から撮影した動画を被験者に提示し、
各表情がどの表情を呈しているのかを選択肢により回答するものである。 
【結果】本課題の正答率は、HCs 群が 93.1% ± 3.8 (SD) に対し MTLE 群は 86.5% ± 7.4、外科治療を
受けた PTL 群は共に 86.2% ± 7.2 であり、後者 2 群の方が健常対照者群より有意に低かった。MTLE
群と PTL 群の比較では有意差を認めなかった。MTLE 群において、病変部位による正答率の比較を行っ
たところ、両側、右、左の順で低かった。次に基本 6 表情の解析では，「嫌悪」，「恐怖」，「悲しみ」の表情
の正答率が HCs 群と比較し MTLE 群および PTL 群において低かった。また MTLE 群では、てんかんの
発症年齢が低い程、さらにてんかんの罹患期間が長い程、正答率が低下する傾向が認められた。海馬硬化
の有無による比較では正答率に有意差を認めなかった。  




を示唆する。6 表情の解析においては、MTLE 群，PTL 群ともに「嫌悪」，「恐怖」，「悲しみ」の表情認知
機能が低下した。表情を処理する神経システムに部位特異性があるとされており、「恐怖」への扁桃体の関
与は機能画像の研究で報告されている。MTLE 患者は扁桃体が障害され、PTL 患者の一部は扁桃体が切
除されているため、我々の研究においても扁桃体の障害が恐怖と関与していると考えられた。また、扁桃
体は「悲しみ」の認知にも関与しており、MTLE 患者においても低下していた。また「嫌悪」については
島皮質の関与が報告されており、MTLE 患者はてんかん性放電が島皮質におよび影響を受けている。手術
後の患者である PTL 群においても表情認知の低下を認めた。これはてんかん手術後も表情認知機能が改
善されないことを示唆し、手術前に患者に伝える重要な情報である。 
【結論】本研究で内側側頭葉てんかんの患者での表情認知の低下を明らかにした。「悲しみ」,「恐怖」,「嫌
悪」を認知する障害は、内側側頭葉てんかんの患者の社会生活を困難にしていることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
